
政

令

平成™™年œ月˜ 日 水曜日 (号外第˜—›号)官 報

第
八
章
中
第
四
十
四
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
委
員
会
の
裁
判
所
の
禁
止
又
は
停
止
命
令
の
申
立

て
等
に
関
す
る
権
限
の
財
務
局
長
等
へ
の
委
任
）

第
四
十
四
条
の
五

長
官
権
限
の
う
ち
法
第
百
九
十
四

条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
委
員
会
に
委
任
さ
れ

た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
権
限
は
、
法
第
百
九
十
二

条
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に

お
い
て
「
禁
止
命
令
等
の
申
立
て
」
と
い
う
。）の
関

係
人
又
は
参
考
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
関
係

人
等
」
と
い
う
。）の
住
所
又
は
居
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局

の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財

務
支
局
長
）
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
が
自

ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

前
項
の
委
員
会
の
権
限
で
関
係
人
等
の
営
業
所
そ

の
他
必
要
な
場
所
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い

て
「
関
係
人
等
の
営
業
所
等
」
と
い
う
。）に
関
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
財
務
局
長
又

は
福
岡
財
務
支
局
長
の
ほ
か
、
当
該
関
係
人
等
の
営

業
所
等
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所

在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
福
岡
財
務
支
局
長
）
も
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
人
等
に
対
し
て
法
第
百

八
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
調
査
の
た
め
の
処
分
」
と
い
う
。）を
行
つ
た

財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
は
、
そ
の
管
轄
区

域
外
に
あ
る
同
一
の
禁
止
命
令
等
の
申
立
て
に
係
る

関
係
人
等
の
営
業
所
等
に
関
す
る
調
査
の
た
め
の
処

分
の
必
要
を
認
め
た
と
き
は
、
当
該
関
係
人
等
に
対

し
、
当
該
調
査
の
た
め
の
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
人
等
に
対
し
て
調
査

の
た
め
の
処
分
を
行
つ
た
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務

支
局
長
は
、
当
該
関
係
人
等
以
外
の
同
一
の
禁
止
命

令
等
の
申
立
て
に
係
る
関
係
人
等
に
対
し
て
調
査
の

た
め
の
処
分
を
行
う
必
要
を
認
め
た
と
き
は
、
当
該

関
係
人
等
以
外
の
同
一
の
禁
止
命
令
等
の
申
立
て
に

係
る
関
係
人
等
に
対
し
て
調
査
の
た
め
の
処
分
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

５

長
官
権
限
の
う
ち
法
第
百
九
十
四
条
の
七
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
委
員
会
に
委
任
さ
れ
た
同
項
第
二
号

に
掲
げ
る
権
限
は
、
被
申
立
人
の
住
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支

局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
福
岡

財
務
支
局
長
）
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
が

自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

６

前
項
の
委
員
会
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規

定
す
る
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
の
ほ
か
、

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
人
等
に
対

し
て
調
査
の
た
め
の
処
分
を
行
つ
た
財
務
局
長
又
は

福
岡
財
務
支
局
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
及
び
信
託
業
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
百
三
十
七
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
及
び
信
託
業
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
一
部
の
施
行

に
伴
い
、
並
び
に
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
二
十
八
項
及
び
第
百
九
十
四

条
の
七
第
七
項
並
び
に
信
託
業
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第

百
五
十
四
号
）
第
八
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令

第
三
百
二
十
一
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
十
四
条
の
四
」
を
「
第
四
十
四
条
の

五
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
十
九
中
「
第
二
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す

る
」
の
下
に
「
有
価
証
券
の
売
買
又
は
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

取
引
に
付
随
し
、
又
は
関
連
す
る
取
引
と
し
て
」
を
加

え
る
。

（
信
託
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

信
託
業
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
四
百

二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
第
十
号
中「
第
五
十
八
条
第
四
項
」

の
下
に「（
同
法
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）」
を
加
え
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
の
規

定
に
よ
る
催
告
」
を
「
及
び
第
四
項
並
び
に
第
六
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
及
び
申
立
て
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
一
条
中
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
目
次
の
改
正
規
定
及

び
同
令
第
八
章
中
第
四
十
四
条
の
四
の
次
に
一
条
を
加
え

る
改
正
規
定
は
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
百
三
十
八
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法

律
第
三
十
三
号
）附
則
第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
日
と
す

る
。

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
百
三
十
九
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法

律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
海
洋
汚
染
等

及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年

法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
十
九
条
の
三
、
第
十
九
条
の
二

十
一
第
一
項
、
第
十
九
条
の
二
十
六
第
一
項
た
だ
し
書
及

び
第
五
十
四
条
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第

四
項
、同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全
法（
昭

和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
十
五
条
の
五
十
八
第
三
項

並
び
に
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
七
中
「
及
び
能
力
」
を
「
、
能
力
及
び
用

途
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
一
号
中「
も
の
」の
下
に「（
法

第
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
原

動
機
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
特
定
用
途
原
動
機
」
と

い
う
。）に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
十
七
・

〇
」
を
「
十
四
・
四
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中「
も
の
」

の
下
に「（
特
定
用
途
原
動
機
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）」
を
加
え
、「
四
十
五
」
を
「
四
十
四
」
に
、「
〇
・
二

乗
し
て
」
を
「
〇
・
二
三
乗
し
て
」
に
改
め
、
同
表
第
三

号
中
「
も
の
」
の
下
に「（
特
定
用
途
原
動
機
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
九
・
八
」
を
「
七
・
七
」
に

改
め
る
。
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